
Ⅱ 『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』～１４５周年記念行事を通して～ 

 

大田区立北糀谷小学校 指導教諭 漆山仁志 

教諭 銀川 かれん 

１ 本校の概要 

 本校は明治９年に開校し、今年度で１４５年目を迎えた歴史ある学校である。全学年で１２学級、

全校児童は３０４名。令和２・３年度 大田区教育委員会研究推進校キャリア教育モデル校、令和３年

度 国立教育政策研究所教育課程実践検証協力校として、特別活動を要に、保護者・地域・企業と連携

協働して、これからの時代を担う子どもたちに必要な資質・能力の育成を進めている。 

 

２ 「『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』～１４５周年記念行事を通して～」の取組について 

本校では、年度当初に『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』というキャッチフレーズで児童の

アイディアを募集して様々な教育活動に生かしていけるようにしている。今年度は、１４５周年とい

うことで、コロナ禍での学校生活の楽しみ方、運動会や展覧会等の学校行事のアイディアの他にも、

１４５周年のキャラクター誕生や記念集会などのアイディアが集まり、児童会を中心に、一年間かけ

て１４５周年をお祝いする活動を行った。適切な指導のもと、子どもたちが自ら提案や選定を行い、

楽しんで取り組む中で、主体性や自主性を育み達成感を味わわせることができた。「コロナだからでき

ない」ではなく「コロナでも工夫してできることはある」という発想で、感染防止対策を講じながら

安全に取り組むことも定着してきた。様々な取組の中から、ここでは１４５周年記念運動会、１４５

周年記念児童集会、１４５周年記念展覧会の実践について紹介する。 

 

３ １４５周年記念運動会の実践 

令和３年６月６日（土）午前８時５０分～正午、時間を短縮、保護者参観は入れ替え制、最後まで

全校児童が参加する形で実施した。実施するにあたっては、「大田区立学校における新型コロナウイル

ス感染症対策ガイドライン」をもとに、今年度の運動会で身に付けさせたい資質・能力等、ねらいを

明確にした。そして、児童同士のかかわり、がんばりの保障、楽しさの保障を大切に種目の精選を行

った。全校児童のあこがれとなっている応援団によるパフォーマンス、全校ダンスや応援合戦も工夫

して実施した。 

地域・保護者へは、学校だより、学年だよりなどの他、「運動会新聞」を発行して１４５周年記念運

動会に向けて、全校児童が一丸となって取り組んでいることを知らせた。 

当日は、声援の代わりに手作りのペットボトルの応援グッズの音が町中に鳴り響き、大いに盛り上

がった。感染症対策や、児童のアイディアを生かした内容、応援などの取組については、次のページ

の「運動会新聞」をご覧ください。 

 

 

  

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手作りのペットボトル応援グッズで応援 応援団によるパフォーマンス 



４ １４５周年記念児童集会等の実践 

（1） １４５周年キャラクター誕生 

   『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』の児童の発案により、これまで本校であいさつキャ

ラクターとして存在した「キラッキー」のお友達というコンセプトで、１４５周年のキャラクタ

ーを全校児童から募集した。多数応募されたものの中から運営委員会で最終選考の１２点を選

び、その後、全校児童による投票で決定した。運営委員会の児童がキラッキーに変装して活動し

たり、ポスターをかいて各学級を回ったりして盛り上げた。発案から決定まで見通しをもたせ、

児童が主体的にできるようにしたことで、各自が責任をもち、楽しみながら活動できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） １４５周年おめでとう集会 <オンラインによる> 

   令和３年９月１７日(金)８時３０分から９時に、オンラインによる「１４５周年おめでとう集

会」を実施した。学校に関するクイズや各学級の映像、キャラクターの紹介、ＰＴＡからの記念

品や１４５周年記念リーフレットの紹介、児童代表のあいさつなど、オンラインではあったが 

１４５周年をお祝いする楽しい児童集会となった。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キラッキーに変装して活動 最終選考のキャラクター１２点 投票用紙の集計の様子 
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学校クイズ 司会進行の様子 各学級の様子 



(３) １４５周年記念「宇宙プロジェクト２０２１～子どもたちと宇宙をつなぐ～」の取組 

   『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』に「みんなの夢をかいて写真にしたい」という児童

の発案があった。このことについては、外部企業と連携し「宇宙プロジェクト２０２１～子ども

たちと宇宙をつなぐ～」に参加することとした。一人一人の夢と笑顔の集合写真で作ったモザイ

クアートをロケットに搭載して宇宙ステーションに打ち上げるという企画である。ロケット(ドラ

ゴン２４号機)は令和３年１２月２１日に発射した。写真は国際宇宙ステーションに乗って、約半

年間の宇宙旅行をして地球に帰還する予定である。打ち上げられたモザイクアートは、クラスＩD

を入力すると見ることができるので、児童は、一人 1台タブレットを活用して見ている。外部企

業と連携することで、学校行事が宇宙規模となり夢が膨らんだ。この写真は１４５周年記念リー

フレットにも活用した。また、今年度の展覧会のテーマにもつながった。 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ １４５周年記念展覧会の実践 

   令和４年２月４日(金)・５日(土)に、「２０２２ 宇宙のたび～色と形で広げよう～」をテーマ

に実施した。上記「宇宙プロジェクト」や「キャラクターの取組」につながる活動であったので

共同制作等、大変意欲的に取り組めた。また、集会委員会による「展覧会直前!ドキドキ集会」

(今年度のテーマや各学年の作品紹介等)を行ったことで展覧会当日の鑑賞への期待も高まった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ まとめ 

 児童のアイディアを様々な教育活動に生かして実践できるようにしたことで、よりよい学校生活や 

学校行事を自ら築いていこうとする力が身に付いてきた。１４５周年という節目に、一年間を通して 

お祝いしたことも大変効果的であった。『みんなの学校 みんなで楽しく大作戦』の取組が、１５０周 

年行事にもつながっていくように継続して指導していきたい。 

夢と笑顔のクラス写真 １４５周年記念 リーフレット 

夢を乗せたロケットの作品  １４５周年記念階段アート作りの様子 


